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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間の経常収益は、資金運用収益及びその他業務収益が減少したものの、

貸倒引当金戻入益の増加によるその他経常収益の増加により、前第３四半期連結累計期間対比２

億76百万円増加し、448億90百万円となりました。 

経常費用は、物件費の減少による営業経費の減少や、貸倒引当金繰入額の減少等によるその他

経常費用の減少により、前第３四半期連結累計期間対比10億24百万円減少し、346億88百万円と

なりました。 

この結果、経常利益は、前第３四半期連結累計期間対比13億１百万円増加し、102億２百万円

となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、経常利益の増加により、前第３四半期連

結累計期間対比７億53百万円増加し、74億14百万円となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の預金及び譲渡性預金の合計残高は、個人預金、法人預金及び譲

渡性預金の増加により、前連結会計年度末対比994億円増加し、２兆9,311億円となりました。 

貸出金残高は、地域密着型金融の実践による県内の事業性貸出金及び個人ローンの増加に加え、

県外の貸出金が増加したことから、前連結会計年度末対比360億円増加し、１兆7,685億円となり

ました。 

有価証券残高は、ポートフォリオ・リバランスの推進による外国証券及び株式の増加により、

前連結会計年度末対比17億円増加し、１兆1,238億円となりました。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成30年３月期の連結業績予想につきましては、平成29年11月13日公表の数値から変更はあり

ません。 

なお、業績予想については、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の

前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．損益状況（単体）

（１）業務粗利益 28,416百万円

業務粗利益は、国債等債券売却益の減少によるその他業務利益の減少及び資金利益の減少により、

前年同期比12億47百万円減少し、284億16百万円となりました。

また、コア業務粗利益は、前年同期比８億７百万円減少し、290億11百万円となりました。

（２）業務純益    6,969百万円

業務純益は、経費は減少したものの、業務粗利益の減少により、前年同期比10億78百万円減少し、

69億69百万円となりました。

また、コア業務純益は、前年同期比59百万円減少し、75億64百万円となりました。

（３）経常利益    9,526百万円

経常利益は、業務純益が減少したものの、貸倒引当金戻入益の増加により、前年同期比13億46百万円

増加し、95億26百万円となりました。

（４）四半期純利益 6,978百万円

四半期純利益は、経常利益の増加により、前年同期比７億63百万円増加し、69億78百万円となりました。

1 37,486 280 37,206 50,300

2 28,416 △ 1,247 29,663

3 ( 29,011 ) ( △ 807 ) ( 29,818 ) 37,000

4 26,234 △ 352 26,586

5 4,395 100 4,295

6 △ 2,213 △ 996 △ 1,217

(△) 7 21,447 △ 748 22,195 29,000

(△) 8 10,866 △ 86 10,952

(△) 9 9,198 △ 650 9,848

(△) 10 1,382 △ 12 1,394

11 6,969 △ 499 7,468

12 7,564 △ 59 7,623 8,000

(△) 13 ― 579 △ 579

14 6,969 △ 1,078 8,047 8,000

15 △ 595 △ 441 △ 154

16 2,559 2,426 133

(△) 17 △ 63 △ 1,029 966

(△) 18 ― △ 985 985

(△) 19 △ 63 △ 44 △ 19

20 1,424 1,424 ―

21 0 ― 0

(△) 22 ( △ 1,488 ) ( △ 1,874 ) ( 386 )

23 1,279 △ 48 1,327

24 △ 208 20 △ 228

25 9,526 1,346 8,180 11,500

26 △ 31 93 △ 124

27 △ 31 △ 48 17

(△) 28 ― △ 142 142

29 9,494 1,439 8,055

(△) 30 2,344 △ 185 2,529

(△) 31 171 860 △ 689

(△) 32 2,515 676 1,839

33 6,978 763 6,215 8,200

臨 時 損 益

法 人 税 等 合 計

う ち 固 定 資 産 処 分 損 益

そ の 他 臨 時 損 益

経 常 利 益

特 別 損 益

税 金

法 人 税 等 調 整 額

う ち 減 損 損 失

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ①

うち国債等債券損益（ 5勘定尻）

人 件 費

不 良 債 権 処 理 額 ②

株 式 等 損 益

税 引 前 四 半 期 純 利 益

四 半 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

( 与 信 費 用 ① ＋ ② － ③ － ④ )

コ ア 業 務 純 益

(単位：百万円)

項
番

平成30年３月期 平成29年３月期 平成30年３月期

第３四半期

(Ａ)－(Ｂ)

業 務 純 益

比 較

経 常 収 益

通期業績予想

（Ａ） (参考)

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

経 費 （ 除 く 臨 時 費 用 処 理 分 ）

そ の 他

償 却 債 権 取 立 益 ④

物 件 費

第３四半期

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ③

業 務 粗 利 益

( コ ア 業 務 粗 利 益 )

資 金 利 益

業 務 純 益 ( 一 般 貸 倒 繰 入 前 )

（Ｂ）
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２．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（連結）

   (単位：億円)

平成29年3月末対比

48 △ 11  59 

537 △ 22  559 

4 △ 1  5 

589 △ 34  623 

（注）上記の四半期末計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する各債権

のカテゴリーにより分類しておりますが、集計方法については以下の点につき連結会計年度末または中間連結会

計期間末に開示する計数とは異なるため、計数は連続しておりません。

（１）「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」および「危険債権」
①開示区分

連結会計年度末または中間連結会計期間末時点における債務者区分（※）をベースとし、四半期中に
倒産、不渡り及び廃業等の客観的な事実ならびに行内格付の変更等があった債務者について、当行及び
連結子会社の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直しを行っております。

②開示金額
各四半期末時点における残高をベースとしております。

（２）「要管理債権」
①開示区分

連結会計年度末または中間連結会計期間末時点における債務者区分（※）をベースとし、四半期中に
要注意先の債務者に対する債権のうち、新たに３ヵ月以上延滞となった債権、貸出条件を緩和したこと
を確認している債権等について、当行及び連結子会社の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直
しを行っております。

②開示金額
各四半期末時点における残高をベースとしております。

※債務者区分との関係：破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権）
危険債権（破綻懸念先の債権）
要管理債権（要注意先のうち、元金又は利払いが３ヵ月以上延滞しているか、又は

貸出条件を緩和している債権）

(参考)「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（単体）
   (単位：億円)

平成29年3月末対比

41 △ 12  53 

517 △ 21  538 

3 △ 1  4 

562 △ 34  596 

（不良債権比率）
3.22% 

計

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

計

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

総与信額

総与信に占める開示額の割合

3.38% 
（不良債権比率）

総与信額 17,974 359  

総与信に占める開示額の割合
3.12% △0.26% 

17,615 

平成29年12月末 平成29年3月末 (実績)

平成29年12月末 平成29年3月末 (実績)

3.48% 

18,235 359  17,876 

△0.26% 
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３．自己資本比率（国内基準）

平成29年12月末(速報値)

連結自己資本比率

平成29年12月末(速報値)

単体自己資本比率

４．預金等・貸出金の残高（単体）

（１）預金等（末残） （単位：億円、％）

金額 増減率

預金等 987 3.5 

うち個人 742 4.0 

うち法人 495 7.0 

うち大分県内 937 3.5 

（２）貸出金（末残） （単位：億円、％）

金額 増減率

貸出金 362 2.1 

うち中小企業等貸出残高 299 2.5 

中小企業等貸出比率 0.3 

うち個人ローン 92 1.8 

うち大分県内 128 0.9 

５．預り資産残高（公共債、投資信託、保険商品等）（単体）

（単位：億円、％）

金額 増減率

預り資産残高 101 2.4 

投資信託残高 7 1.1 

生保商品残高 130 4.7 

外貨預金残高 5 7.1 

公共債残高 △ 41 △ 6.1 

６．時価のある有価証券の評価差額（単体）

（単位：百万円）

その他有価証券

株式

債券

その他

外国証券

投資信託

以 上

平成29年3月末平成29年12月末平成29年12月末

時 価
29年3月末比

評価差額 評価差額

35,118  

9,316  

3,356  

1,114,311  

76,859  

644,022  

393,429  

47,791  

21,868  

11,440  

1,844  

12,638  

13,250  

△ 2,124  

1,512  

35,153  

659 

2,749 

70 

677 

666 

2,879 

75 

636 

平成29年12月末 平成29年3月末

29年3月末比

4,256 4,155 

13,830 13,702 

68.6 68.3 

12,188 11,889 

5,162 5,070 

平成29年12月末 平成29年3月末

29年3月末比

17,751 17,389 

29年3月末比

28,026 

29,419 28,432 

7,068 

18,682 

27,089 

平成29年12月末

10.48%   

7,563 

19,424 

平成29年3月末

10.99% 

平成29年3月末

11.14%   

29年3月末比

平成29年3月末

10.34% 

0.15% 

0.14% 

29年3月末比

993  

851  

232,307  

161,121  

1,942  

1,413  

949  

562  
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